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上
郷
地
区
の
「
農
事
組
合
法
人　

ま
ん
さ
く
」（
代

表　
油
井
利
明　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
）
を
紹
介

し
ま
す
。

　

同
法
人
は
、
平
成
30
年
１
月
に
組
織
員
３
名
、
ま
ん

さ
く
耕
作
約
２
ha
で
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
は
、
作
業
受

託
面
積
35　
ha
、
ま
ん
さ
く
耕
作
16　
ha
（
水
稲
13　
ha
・
子

実
コ
ー
ン
２
ha
・
大
豆
１
ha
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

浅
川
地
区
で
受
益
面
積
35　
ha
の
圃
場
整
備
事
業
（
低

コ
ス
ト
・
高
付
加
価
値
化
基
盤
整
備
事
業
）
が
令
和
５

年
度
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
圃
場
間
の
２
ｍ
畦
畔
を
要

望
・
実
現
し
た
こ
と
に
よ
り
、
草
刈
作
業
が
乗
用
化
で

き
る
な
ど
、
機
械
化
に
よ
り
管
理
作
業
の
軽
減
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。
代
表
の
油
井
さ
ん
は
「
今
後
、
地
域
の

耕
作
放
棄
地
を
防
ぎ
、
後
継
者
を
育
て
、
効
率
の
良
い

作
業
体
系
を
計
り
な
が
ら
、
規
模
拡
大
を
し
、
担
い
手

と
し
て
頑
張
っ
て
行
き
た
い
。」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。　
　
　
【
農
業
委
員　

鈴
木
和
義
・
相
田
市
三
郎
】

主な記事
農
事
組
合
法
人
　
ま
ん
さ
く
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米
沢
市
認
定
農
業
者
会
議
学
習
会

　

６
月
16
日
㈰
に
米
沢
市
認
定
農

業
者
会
議
学
習
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
も
有
り
久
々
の

学
修
と
な
り
ま
し
た
。「
水
田
活

用
の
直
接
支
払
交
付
金
の
見
直
し

等
に
つ
い
て
」
を
内
容
と
し
て
、

農
林
水
産
副
大
臣
鈴
木
憲
和
氏
に

講
師
を
お
願
い
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
表
題
の
問
題
に
つ

い
て
、
農
業
の
現
場
で

は
様
々
な
事
例
が
出

て
、
判
断
に
苦
慮
す
る

場
面
が
出
て
き
て
い
ま

し
た
。こ
の
学
習
会
で
、

５
年
水
張
り
ル
ー
ル
や

畑
地
化
促
進
事
業
に
つ

い
て
も
、
な
お
一
層
理

解
が
深
ま
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
の
３
月

ま
で
に
策
定
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
地
域
計
画

に
つ
い
て
も
話
を
伺
い

ま
し
た
。
米
沢
市
の
進

捗
状
況
と
し
て
は
、
今

後
、
急
ピ
ッ
チ
で
計
画

の
策
定
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
参
加
し
た
農
家
の

方
々
は
現
状
を
理
解
し
た
よ
う

で
、
こ
れ
か
ら
各
地
域
で
の
話
し

合
い
が
進
む
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
学
習
会
終
了
後
、
鈴
木
副
大

臣
も
交
え
て
情
報
交
換
を
行
い
、

農
業
の
現
場
の
意
見
を
伝
え
ま
し

た
。

　
　
　
【
農
業
委
員　

佐
藤
政
和
】　

　

５
月
29
日
に
全
国
か
ら
会
長
や
職
員
、

１
，
８
０
０
人
が
参
加
し
て
東
京
都
内
の

文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
令
和

６
年
度
全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
提
案
決
議

と
し
て
第
１
号
議
案
「
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
政
策
の
具
体
化
に
向
け
た
政
策
提

案
〜
農
業
者
等
が
真
に
望
む
施
策
の
展
開

〜
」・
第
２
号
議
案
「
地
域
の
農
地
を
活

か
し
、
持
続
可
能
な
農
業
・
農
村
を
創
る

全
国
運
動
」
を
推
進
す
る
た
め
の
申
し
合

わ
せ
決
議
・
第
３
号
議
案
「
情
報
提
供
活

動
」
の
一
層
の
強
化
に
関
す
る
申
し
合
わ

せ
決
議
・
第
４
号
議
案
「
令
和
６
年
度
全

国
農
業
委
員
会
会
長
大
会
実
行
運
動
計

画
」・
以
上
４
つ
の
議
案
が
満
場
一
致
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会
に
参
加
し
て

　

ま
た
、
農
業
委
員
会
活
動
の
実
践
を
踏

ま
え
た
決
意
表
明
と
し
て
、
福
島
県
喜
多

方
市
農
業
委
員
会
、
広
島
県
世
羅
町
農
業

委
員
会
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
、
地
域
計
画
策
定

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
事
例
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。
先
進
的
な
活
動
に
感

銘
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
大
会
終
了

後
、
全
国
町
村
会
館
に
於
い
て
、
県
選
出

国
会
議
員
へ
大
会
決
議
事
項
の
要
請
と
、

意
見
交
換
を
行
い
、
現
場
の
声
と
思
い
を

伝
え
た
意
見
交
換
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
当
日
に
農
業
委
員
会
だ
よ

り
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
あ
り
、

米
沢
市
農
業
委
員
会
の
広
報
誌
「
農
委
よ

ね
ざ
わ
第
109
、
110
号
」
が
全
国
農
業
新
聞

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
【
会
長　

小
関
善
隆
】県選出国会議員との意見交換会の様子

全国会長大会の様子

鈴木副大臣による説明
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異
常
気
象
や
担
い
手
不
足
に
負
け
な
い
ス
マ
ー
ト
農
業
の
先
進
事
例
の
視
察
研
修

　

７
月
２
～
４
日
に
か
け
て
農
業
委
員
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
よ
る
視

察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
３
年
に
一

度
、
県
外
で
の
研
修
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
か
ら
６
年
振

り
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
長
野
県
須
坂
市
の
長
野

県
農
業
試
験
場
に
お
い
て
、
長
野
県
の

水
稲
、
麦
類
の
新
品
種
の
育
成
等
の
取

り
組
み
、
試
験
圃
場
に
て
高
温
熱
性
に

優
れ
た
水
稲
や
耐
冷
性
を
持
っ
た
品
種

の
栽
培
方
法
、
研
究
開
発
の
取
り
組
み

等
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
ス

マ
ー
ト
農
業
技
術
を
駆
使
し
省
力
低
コ

ス
ト
で
効
率
的
な
稲
作
と
園
芸
品
種
の

複
合
経
営
の
確
立
に
向
け
た
実
証
に
つ

い
て
も
先
進
的
な
事
例
を
お
聞
き
し
ま

し
た
。
長
野
県
と
山
形
県
の
条
件
等
の

違
い
も
感
じ
つ
つ
、
時
代
や
環
境
の
変

化
に
対
応
し
た
高
い
品
質
と
収
益
性
を

持
つ
品
種
の
開
発
等
、
持
続
可
能
な
農

業
を
推
進
す
る

た
め
試
験
研
究

を
重
ね
て
い
る

こ
と
を
学
び
ま

し
た
。

　

ニ
日
目
は
、

長
野
県
伊
那
市

農
政
課
に
て
伊

那
市
の
農
業

に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た

後
、
農
事
組
合

法
人
「
田た

原わ
ら

」
の
見
学
と
意
見
交
換
を

し
ま
し
た
。
伊
那
市
の
人
口
は
現
在
約

６
万
５
千
人
、
米
を
中
心
に
ア
ル
ス
ト

ロ
メ
リ
ア
な
ど
の
花
き
、
白
ね
ぎ
、
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
、
り
ん
ご
、
い
ち
ご
の
他

畜
産
な
ど
複
合
的
な
農
業
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

「
手
を
出
せ
す
ぐ
出
せ
そ
れ
が
で
き
な

き
ゃ
顔
を
出
せ
！
」

　

平
成
16
年
に
法
人
設
立
し
今
年
で
20

年
を
迎
え
る
「
田
原
」
は
、
支
え
合
う

協
働
の
村
づ
く
り
と
未
来
に
つ
な
ぐ
集

落
経
営
体
と
し
て
地
域
を
牽
引
し
て
い

ま
す
。
令
和
元
年
に
は
国
の
ス
マ
ー

ト
農
業
加
速
化
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

採
択
さ
れ
、
中
山
間
地
農
業
を
支
え
る

集
落
営
農
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
農
業
技

術
を
駆
使
し
た
実
証
事
業
に
取
り
組
み
、

自
動
運
転
ト
ラ
ク
タ
ー
、
自
動
畦
畔
草

刈
機
、
ド
ロ
ー
ン
等
を
最
大
限
活
用
し

て
省
力
化
と
利
益
ア
ッ
プ
を
目
指
し
、

状
況
の
変
化
に
も
柔
軟
に
対
応
し
な
が

ら
地
域
に
根
ざ
し
た
農
業
経
営
を
行
っ

て
お
り
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

「
農
業
だ
っ
て
儲
か
ら
な
き
ゃ
」

　

次
に
、
長
野
県
諏
訪
郡
富
士
見
町

八
ヶ
岳
の
中
腹
に
あ
る
株
式
会
社
「
栄

農
人
」(

エ
ナ
ジ
ー)

の
し
い
た
け
と

い
ち
ご
の
栽
培
ハ
ウ
ス
を
視
察
し
ま
し

た
。
ど
ち
ら
も
年
間
を
通
し
て
の
流
通

と
、
予
約
制
で
収
穫
体
験
が
で
き
る
魅

力
的
な
経
営
で
し
た
。
従
業
員
の
平

均
年
齢
は
26
歳
と
の
こ
と
で
、「
自
分

の
得
意
分
野
を
活
か
し
、
互
い
に
認
め

合
い
な
が
ら
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。」
と
い
き
い
き
と
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
自
社
農
場
と
生
産
農
家
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
し
、
取
扱
商
品
は
菌

茸
類
、
野
菜
、
果
物
、
カ
ッ
ト
野
菜
、

加
工
品
等
多
岐
に
わ
た
り
、
グ
ロ
ー
バ

ル
Ｇ
Ａ
Ｐ
や
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
も
取
得

し
て
い
ま
す
。
農
産
物
の
生
産
を
通
し

て
食
料
自
給
率
向
上
や
地
球
環
境
の
保

全
を
念
頭
に
、
意
欲
あ
る
若
手
の
育
成

と
働
き
方
改
革
を
推
し
進
め
て
い
く
志

に
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

　

三
日
目
は
、
山
梨
県
甲
府
市
の
「
風

土
記
の
丘
農
産
物
直
売
所
」
を
視
察
し

ま
し
た
。
人
気
の
直
売
所
と
は
聞
い
て

い
た
も
の
の
、
平
日
の
開
店
前
か
ら
予

想
を
超
え
る
長
蛇
の
列
で
し
た
。
よ
う

や
く
入
店
し
て
目
に
入
っ
て
き
た
の
は

桃
や
旬
の
野
菜
が
い
っ
ぱ
い
入
っ
た
カ

ゴ
を
持
っ
て
レ
ジ
に
並
ぶ
お
客
様
。
新

鮮
で
種
類
も
多
く
価
格
帯
も
安
い
の
で

魅
力
に
つ
い
て
は
納
得
出
来
ま
し
た
が
、

同
時
に
売
り
逃
し
等
の
課
題
も
見
え
、

売
る
側
、
買
う
側
の
視
点
の
再
確
認
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
よ
り
地
域
の
特
性
を
活
か
せ

る
よ
う
な
取
り
組
み
に
つ
な
が
る
情
報

等
を
研
修
で
き
、
有
意
義
な
視
察
研
修

と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
【
農
業
委
員　

鈴
木
晃
子
】

農事組合法人田原（乾燥機）

伊那市

栄農人（いちご畑）

栄農人（しいたけハウス）



農委よねざわ　No.112　令和６年９月１日発行　4

地域かわら版
　

現
在
メ
ン
バ
ー
約
18
名
の
ス
カ

イ
サ
ー
ビ
ス
米
沢
（
米
沢
防
除
組

合
）
は
、
夏
季
に
防
除
ラ
ジ
コ
ン

ヘ
リ
３
台
、
ド
ロ
ー
ン
２
台
を
使

用
し
て
、
市
全
体
で
４
５
０
ha
ほ

ど
の
防
除
作
業
を
行
う
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

　

設
立
は
２
０
０
２
年
で
、
組
合

員
10
名
に
て
ス
タ
ー
ト
し
、
当
時

は
皆
で
資
金
を
出
し
合
い
１
台
の

ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
を
購
入

し
、
有
人
ヘ
リ
の
補
完

防
除
と
し
て
作
業
を
し

て
い
た
そ
う
で
す
。

　

２
０
０
５
年
頃
に
は

有
人
ヘ
リ
時
代
が
終
わ

り
、
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
防

除
へ
と
変
わ
っ
て
行
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
ま

だ
ま
だ
地
元
の
認
知
度

は
低
く
あ
ま
り
作
業
の

依
頼
も
な
く
、
60　
ha
ほ

ど
の
作
業
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
時
の
メ

ン
バ
ー
か
ら
の
紹
介
も

あ
り
中
山
町
の
出
張
依

頼
を
受
け
、
作
業
を
行

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
で
も
中
山
町
に
は
毎

年
２
回
ほ
ど
作
業
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　

散
布
作
業
の
手
順
は
、

散
布
圃
場
の
確
定
を
す

る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た

ま
に
て
、
各
農

家
さ
ん
の
散
布

依
頼
の
取
り
ま

と
め
を
行
っ
て

頂
き
、
散
布
地

図
の
作
成
を
行
い
ま
す
。
各

圃
場
に
は
旗
を
立
て
て
、
一

度
各
メ
ン
バ
ー
に
て
実
際
に

圃
場
確
認
を
行
っ
て
か
ら
最

終
的
に
地
図
を
完
成
さ
せ
て

い
き
ま
す
。
基
本
的
に
は
３

回
防
除
（
７
月
下
旬
、
８
月

上
旬
、
８
月
下
旬
）
を
実
施

し
ま
す
。
そ
の
他
特
別
栽
培

米
等
は
、
農
薬
使
用
基
準
が

異
な
り
特
別
な
薬
剤
を
使
用

し
て
２
回
散
布
（
８
月
上
旬
、

８
月
下
旬
）
と
し
ま
す
。

　

昨
今
は
ス
マ
ー
ト
農
業
の
時
代

へ
と
移
り
、
個
人
の
農
家
さ
ん
で

も
散
布
ド
ロ
ー
ン
等
を
導
入
し
自

身
で
作
業
を
し
て
い
る
方
も
多
く

な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
大
規
模
圃

場
な
ど
で
は
１
フ
ラ
イ
ト
約
３
ha

の
仕
事
量
を
行
う
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ

が
ま
だ
ま
だ
主
役
で
す
。
空
中
散

布
作
業
は
こ
れ
か
ら
も
必
要
不
可

欠
な
も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
【
農
業
委
員　

宮
﨑
雅
文
】

ス
カ
イ
サ
ー
ビ
ス
米
沢
の
紹
介

安全祈願

メンバーのみなさん

防除に使用するドローン
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生
産
者
、
流
通
・
加
工
業
者
、
消
費

者
、
学
術
機
関
等
を
構
成
員
と
し
た
米

沢
有
機
農
業
産
地
づ
く
り
推
進
協
議
会

が
主
体
と
な
り
、
令
和
４
年
度
か
ら
有

機
農
業
実
践
者
の
後
押
し
と
有
機
農
業

拡
大
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◎
令
和
５
年
度
に
実
施
し
た
主
な
取
り　
　

　

組
み

　

・
新
規
栽
培
者
向
け
技
術
研
修
会

　

・
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
等
の
利
用
に
関
す
る　

　
　

流
通
研
修
会

　

・
市
内
小
中
学
校
の
学
校
給
食
へ
の

　
　

有
機
農
産
物
等
の
提
供
（
米
・
野

　
　

菜
・
味
噌
）　

　

・
有
機
農
産
物
等
の
マ
ル
シ
ェ
開
催

　

本
市
に
お
け
る
有
機
農
業
の
面
積
は

徐
々
に
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に

拡
大
を
進
め
る
た
め
に
は
、
新
規
栽
培

者
を
増
や
す
こ
と
、
消
費
者
等
と
の
直

接
販
売
と
い
っ
た
個
々
で
の
販
路
を
開

有
機
農
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

農地の貸し借りの制度の　農地中間管理事業 をご活用ください  

受け手農家のメリット
＊複数の出し手農家の農地を借りても契約は 
　機構とのみ行うので手間が省けます
＊口座振替で賃料の支払いが便利です

出し手農家のメリット
＊公的機関が農地を預かるので安心です
＊契約期間終了後には確実に農地が戻ります
＊賃料は確実に機構から振り込まれます

◎手数料の概要 
〇対象は令和６年10月以降に公告になる満期
　再契約及び、更新・新規契約から 
（直ちにすべての契約が対象になるものでは
　ありません）
納付いただくのは令和７年の賃料の支払い
　時点から
以降毎年、出し手・受け手それぞれから納付
手数料の額は毎年の賃料に0.75％を掛けた額

（例：10aあたり賃料1万円の場合の手数料は75円） 

 ★詳しくは　やまがた農業支援センター（023-631-0697）またはセンターのホームページをご覧ください。

　農地中間管理事業の運営には、やまがた農業支
援センターの自主財源を一部充当している経費
があり、この負担が年々増加しています。 
　　このため、将来に向けて持続的、安定的にこ
の事業をご利用いただけるよう、利用者の皆様
に一部ご負担をお願いすることといたしました。
なにとぞ皆様のご理解とご協力をよろしくお願
いします。 

◎農地中間管理事業の手数料について 
◎令和７年から農地中間管理事業の利用には『手数料』のご負担をお願いします

手数料について

農サポやまがた　からお知らせです 
※「農サポやまがた」は　やまがた農業支援センターの愛称です

拓
す
る
こ
と
な
ど
が
課
題
と
し
て
、
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
向
け
、
令
和

６
年
度
は
次
の
３
項
目
を
柱
に
事
業
を

進
め
て
い
ま
す
。

①
有
機
農
業
の
担
い
手
確
保
事
業　
　

　

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
を
取
得
す
る
場
合

に
係
る
費
用
の
補
助
や
、
収
量
の
低
下

と
い
っ
た
課
題
の
解
決
を
目
指
し
た
Ｂ

Ｌ
Ｏ
Ｆ
理
論
実
証
圃
場
の
設
置
と
研
修

会
の
開
催　

等

②
有
機
農
産
物
等
の
流
通
拡
大
事
業

　

販
路
開
拓
支
援
の
た
め
の
オ
ン
ラ
イ

ン
商
談
会
の
開
催　

等

③
有
機
農
産
物
の
消
費
拡
大
事
業

　

納
入
体
系
の
定
着
化
を
目
的
と
し
た

学
校
給
食
へ
の
有
機
農
産
物
提
供
事
業

（
米
・
野
菜
）　

等

　

有
機
栽
培
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
農

政
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
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◆加入の条件は３つ ◆６つのポイント
①国民年金第1号被保険者
　＊国民年金の付加年金(月額400円)　　　
　　への加入が必要です。
②年間60日以上農業に従事
③65歳未満
　＊60歳以上は、国民年金の任意加　
　　入者に限ります。

①農業者なら広く加入できる
②積立方式 ･ 確定拠出型で少子
　高齢化時代に強い
③保険料は自由に決められる
④終身年金、80歳前に亡くなっ　
　た場合には死亡一時金がある
⑤税制面での優遇措置がある
⑥保険料の国庫補助がある

　農家の経営に役立つ！
農政・農業・農村の動き、
問題をタイムリーに !！

　お申込み
農業委員・推進委員または

農業委員会事務局へ
℡ 22 − 5111  内線 5602

＊月４回金曜日発行
＊講読料１ケ月700円

〜農業者のための年金制度〜 農業者年金

◎農業者年金の内容やご相談について
は、　農業委員会またはＪＡにお問い
合わせください。

農地の手続きの変更について

⃝⃝事務局からのお知らせ⃝⃝　　事務局からのお知らせ　　

　農業経営基盤強化促進法等の一部を改正する法律
が令和５年４月１日に改正されたことにより、米沢
市が作成する農用地利用集積計画による相対の農地
の貸借及び売買（以下「集積による利用権の設定」）
ができなくなりました。
　今後は、地域計画が策定された地域から農地中間管理機構が作
成する「農用地利用集積等促進計画」による農地の貸借及び売買

（以下「促進計画による利用権の設定」）へ移行することとなりま
す。
　なお、令和７年３月31日までは経過措置として、「集積による利
用権の設定及び更新」をすることができますが、米沢市では令和
７年２月28日受付分までが対象となりますのでご注意ください。
ただし、地域計画策定以降は、「促進計画による利用権の設定」
のみ可能となりますのでご留意ください。
　詳細については、米沢市のホームページおよび農地中間管理機
構のホームページをご確認ください。

事
務
局
職
員
の
異
動

転
　
入

　

事
務
局
長　
　
　
　
　
　
　

柴
倉　

和
典　
（
学
校
教
育
課
よ
り
）

　

農
地
担
当　
　
　

主
査　
　

丸
田　
　

淳　
（
農
政
課
よ
り
）

　

農
政
振
興
担
当　

主
任　
　

片
山　

紀
子　
（
監
査
委
員
事
務
局
よ
り
）
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た
。　

転
　
出

　

農
政
振
興
担
当　

主
任　
　

金
子　

菜
　々
（
総
務
部
付
）

　

農
地
担
当　
　
　

主
任　
　

杉
本　

要
子　
（
市
民
課
へ
）

退
　
職

　

事
務
局
長　
　
　
　
　
　
　

小
田　

浩
昭　

現　　在 地域計画策定後

農地法第３条

農用地利用集積計画
「集積による利用権の設定」

農地中間管理事業

農地法第３条

農地中間管理事業
「促進計画による利用権の設定」

市ホームページ
「農地法関係
のお手続き」
はこちらから
ご覧いただけ
ます
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　毎年、８月下旬に農地パトロールを行っていますが、その際に「遊休農地」と判断された農地
については、土地所有者に対して「利用意向調査」を実施することになっています。調査票が届
いた方は回答のご協力をお願いします。
　なお、耕作の有無に関わらず、農地を荒らさないよう適期に草刈等の維持管理をお願いします。

農地の利用状況調査（農地パトロール）について

農地の違反転用にご注意ください
　田や畑を耕作以外の目的で利用するときは、あらかじめ農業委員会から農地転用の許可
を受ける必要があります。許可を受けず事業に着手すると農地法違反となり、工事の中止
や原状回復命令がなされる場合があります。
　なお、事業内容や場所によっては許可を受けられない場合がありますので、計画を進め
る前に農業委員会事務局にご相談ください。

Ｑ：自分が所有する農地でも許可が必要なの？
Ａ：誰が所有する農地でも許可が必要になりま
　　すが、自己所有農地に小規模の農業用施設
　　を建設するときは、許可が不要になる場合
　　があります。
Ｑ：将来何か土地利用する予定なので、許可を受けておくことはできる？
Ａ：許可にあたっては、具体的な事業計画や事業実施の確実性、周辺農地への影響等につ
　　いて確認する必要があるため、許可後すみやかに着工できる状況になってから申請い
　　ただくことになります。

＜こんなときは？（Q＆A）＞＜こんなときは？（Q＆A）＞

問合せ先：農業委員会事務局農地担当　22-5111（内線 5602 ～ 5604）

農地の利用状況調査（農地パトロール）について

＜遊休農地とは？＞
　　１年以上耕作されておらず、かつ、今後も耕作さ
　れる見込みがない農地のことをいいます。また、周
　辺の農地と比較して利用の程度が著しく劣っている
　農地も対象となります。

問合せ先／農業委員会事務局農地担当 22-5111（内線5602 ～ 5604）
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が ん ば っ て い る 人

　
「
農
委
よ
ね
ざ
わ
」
が
全
国
農
業
新

聞
賞
を
頂
き
ま
し
た
。
２
年
連
続
で
の

受
賞
と
な
り
、
広
報
委
員
一
同
益
々
張

り
切
っ
て
今
号
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

取
材
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
皆
様
、
お
忙

し
い
中
ご
協
力
頂
き
ま
し
て
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
【
広
報
委
員
長　

樋
渡
由
美
】

　

旧
市
地
区
で
頑
張
っ
て
い
る
宮
㟢

雅
文
さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。

　

宮
㟢
さ
ん
は
、
田
５
ha
、
大
豆
４

ha
、畑
10
ａ
を
耕
作
し
、ネ
ギ
と
ジ
ャ

ガ
イ
モ
は
米
沢
愛
菜
館
に
出
荷
し
て

い
ま
す
。
㈱
ア
グ
リ
川
井
で
は
大
豆

作
業
を
請
け
負
い
、
ス
カ
イ
サ
ー
ビ

ス
米
沢
で
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
等
に
よ

る
病
害
虫
防
除
を
行
う
な
ど
、
忙
し

く
働
い
て
い
ま
す
。

　

米
沢
市
農
業
委
員
を
さ
れ
、
な
か

な
か
時
間
の
余
裕
が
な
い
様
で
す

が
、
ス
マ
ー
ト
農
業
に
取
り
組
み
、

若
い
担
い
手
と
し
て
活
躍
し
て
い
る

宮
㟢
さ
ん
を
応
援
し
ま
す
。

　
　
　
　
【
農
業
委
員　

橋
本
政
美
】
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